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SD 系成熟ラッテに 2←Acetylaminophenanthrene を 14 週間経口投与すると 3"--'4 ヶ月で末梢白血球数の
減少と骨髄の低形成がみられ，その後次第に白血球数は回復するの 剖iはさらに白血球数の増加と骨髄の





面小胞体は細管状となり減少し特殊頼粒が多数胞体内に散在する口好中性特殊頼粒は 0.1 "--'0.8μ の小球
状で電子密度の高いものと低いものとがある。好酸球，好塩基球はそれぞれ特殊頼粒を持つめ







4) 白血病性骨髄:骨髄~球において核が深く陥凹を示すものが見られ， mitochondria は小球状乃至短梓
状で1去のー側に多数集合し，ときに巨大樟状のものや不整形のものが見られる。各段階の細胞において
核と胞体内小器白の成熟度の違いがしばしば観察される。急J性白血病の骨髄芽球には可成りの頻度で特
殊な原形質内封入体を認める。 0.5"-./ 1. 0μ の円乃至卵円形で特異な内部構造を示すこのような封入体は
白血病細胞においてはその報告をみない口慢性白血病例の骨髄球乃至成熟球において Azur 頼粒と見倣
される特殊な頼粒を認めるのまた細網細胞には噴1食物， mitochondria，多数の滑面小胞体とともに，電
子密度の高い中心体と明瞭な限界膜を持つ 80mfL の大きさの virus-like particles を認める。









られた。 Fibrillar formation , lntramitochondrial granules 等白血病細胞の特殊構造として多くの報告があ
るが，ここに見るごとき封入体についてはその報告をみない。この封入体は Virus 牲のものではなく白血





















6) 光学顕微鏡的に肝小葉内白血病細胞浸潤と称するものも， 電顕的には類洞内皮細胞への粘着， Disse 
腔への浸入，肝細胞の圧排と三様の態度が見られるのグリソン鞘での細胞浸潤は胆管の基底膜を破るこ
とはないが胆管上皮細胞に変性を見る。
以上の研究は従来，人白巾病については行い得なかった白血病発症の過程を骨髄細胞の微細構造につい
て研究し，また肝における白血病細胞浸潤の態度を初めて電顕的に捉えたものとして大いに白血病研究に
寄与するものと思われその価値を認めた。
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